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パートⅡ「その４」

「吉川一」の「不幸な出来事」
　
　柳検察官は、パートⅡ「その３」の2日後、平成３年12月24日、畳み掛けるように
「その４」株式会社ウェイアウトスポーツ（以下、ウェイアウトスポーツと記載） 社
長 吉川 一を不当逮捕した。

　この逮捕劇こそ、柳検察官貴殿が「吉川一」の「不幸な出来事」なのです。私が捜
査当局と司法取引してウェイアウトスポーツとマッシュを、私のダミー会社と認めて
「借受名義人」になっていれば、吉川は逮捕されませんでした。

　皆様、ご理解ください！

　柳検察官貴殿が、我が国の金融経済社会の破滅と富士銀行事件を司法検察総掛かり
で、デッチ上げた「職務犯罪行為」を隠蔽しなければ、司法検察の破綻を招く状況を
回避するため、パート１からパートⅡ「その３」を、法も基本的人権も無視して行っ
た「事実」を立証してきました。

　柳検察官が、恐れたことは、司法検察、捜査指揮の下に警視庁捜査二課（以下、捜
査当局と記載）が、銀行員との共犯者に仕立て上げるため一般市民である銀行の顧
客（VIP特別融資枠）から融資していた取引先を、ノンバンクとの借受名義人に仕
立て上げるため、逮捕状をデッチ上げ逮捕した「職務犯罪行為」法を無視し、基本
的人権を無視した暴挙の発覚です。

　柳検察官貴殿が『検察の闇』闇の執行人となり隠蔽したのは、借受名義人に仕立
て上げる目的で、連日取調室で「使っただろう！」と「脅し」「騙し」司法取引に
応じさた権力の暴挙だったのです。

　大蔵省「銀行局」の方針に従い、捜査当局が はじめから『この世に存在しない』
詐欺事件話の借受名義人をデッチ上げ、検察が公訴権濫用罪を犯して公訴提起し、
裁判所に長期の刑を宣告させ投獄した。この恐ろしい「職務犯罪行為」を柳検察官
貴殿が『検察の闇』闇の執行人となり隠蔽したのです。
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　その手口は、富士銀行事件の「有印私文書偽造同行使詐欺」を今度は「詐欺」が
前に来る「詐欺有印私文書偽造同行使」罪「その１」銀行員の上申書で本件詐欺事
件話をデッチ上げ銀行員の自白を補強する証拠を「その２」で被害状況と取引状況を
オリックスアルファ融資担当者 川合潤治の「供述調書」で被害状況をデッチ上げので
す。

　そして「その３」検察官武田典文検事が秋葉原支店長「本谷 絋 三」に法を無視した
大嘘の供述をさせて愚かな「協力預金」話と「質権設定承諾書の偽造」を「供述調
書」でデッチ上げたのです。

　柳検察官は「その２」で被害状況と取引状況をオリックスアルファ融資担当者 川合
潤治と行う借受名義人をデッチ上げなければなりません。

　私が「完黙否認」したことで急遽、私が支配するダミー会社としてウェイアウトスポ
ーツ・マッシュを「借受名義人」に仕立て上げたのです。平成３年 12 月 24 日「BIS
規制８％」クリア操作も、他行預金担保融資取引も何も分からない、知らない吉川一
の逮捕状をデッチ上げ不当逮捕したのです。

　柳検察官は「その４」ウェイアウトスポーツ「吉川一」を逮捕し「釈放」を条件に
本人が経験したことのない、オリックスアルファ川合 潤治の供述に合わせた「協力預
金」名下の預金担保融資取引「オリックスアルファ⇔借受名義人ウェイアウトスポー
ツ 」この借受名義人となる嘘の供述をさせ釈放したのです。

　柳検察官貴殿が、はじめから『この世に存在しない』協力預金担保融資話と承知し
て、我が国の金融経済社会の破滅と富士銀行事件を司法検察総掛かりで、デッチ上げ
た「職務犯罪行為」 を隠蔽するため本件詐欺事件話をデッチ上げたのです。

皆様、騙されないで欲しいのです。

　皆様は、一件 50 億円もの借受名義人になる、ウェイアウトスポーツ・ マッシュを
それなりの会社と誤解していませんか？マスコミ報道に騙されないで欲しいのです。
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　　　　　皆様がまず、本件詐欺事件話のデッチ上げに興味を持つことす
　　　　　闇の執行人、柳検察官の犯した大きな「犯罪」が分かります。

　ウェイアウトスポーツは本件事件当時（平成３年６月）は休眠状態だったことが
明らかになっています。代表取締役社長が 28歳の吉川一が 50億円の借受名義人
になれますか？ましてや50億円の「約束手形」を振出す合理的な理由は何処にも
ないのです。因みにオリックスアルファ融資担当者「川合潤治」は 27 歳でした。

　マッシュも同様に 「甲 161号証」会社登記簿謄本によれば  資本 300万円の従
業員三人で納税額がわずか 8500円の小さな会社です。50億円の借受名義人にな
れますか？ましてや50億円の「約束手形」を振出す合理的な理由は何処にもない
のです。

　皆様、経済社会の常識です。本件事件当時（平成３年６月）は休眠状態だったこ
の「事実」を知っていて、ウェイアウトスポーツ社長吉川一の逮捕状をデッチ上げて
逮捕したのです。

　皆様、柳検察官は、ウェイアウトスポーツ・マッシュが秋葉原支店のダミーである
「事実」を承知して、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件をデッチ上げ
たのです。
　　　　　　　　　　皆様は、驚きますか？呆れますか？

　柳検察官は、何も知らず、分からず、秋葉原支店のダミー預金者に仕立て上げられ
たウェイアウトスポーツ吉川一を、オリックスアルファと協力預金名下の預金担保融
資取引を行う借受名義人に仕立て上げるため逮捕状をデッチ上げ逮捕したのです。　

　皆様に、「知って」いただきたいことは、何が何でも自分たちがデッチ上げた『銀行員
を操る3300億円の黒幕』首謀者『室岡だけがねらいだから！』『ただ、室岡を何とし
ても有罪にもっていきたいんだ！』そのために、ウェイアウトスポーツ社長、吉川 一
と「釈放」を条件で司法取引をしたことなのです。
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その証拠は、

　秋葉原支店のダミー預金名義人に仕立て上げられたロットモーターズ社長金沢の
公判調書です。

　柳検察官の目的は、銀行員と私と吉川一が共謀してオリックスアルファから協力
預金名下の預金担保融資話をデッチ上げ100億円騙し取った「詐欺有印私文書偽造
同行使」罪で起訴するには「完黙否認」している私と、銀行員と吉川一の供述を合
わせ２対１にするため、吉川一を起訴しない釈放する条件付きの司法取引を行った
「事実」を金沢証人が法廷で明らかにした。
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　検証、ください。第3２回公判調書です。　
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　東京地方裁判所一審、第32回公判、証人 金沢文鉄に対する弁護人主尋問です。
弁護人 （右下の56丁)です。
「平成４年１月17日、東京地方検察庁603号室において武田典文検事から、
被疑者室岡克典外の東海銀行不正融資事件について事情聴取を受け朝10時から　
夕方７時半まで事情を聞かれた」と書いてありますね。
弁護人（右下の57丁)です。
次に、「当然のことだが、私に対してもとがめがない。」と記載されております　
けれども、武田検事からは、証人はどのように言われたのですか。

　　まぁ、室岡だけがねらいだから、あんたら、関係ないよといういうふうに
　　あんたらもう関係ないんだからと、ただ、室岡を何としても有罪にもって
　　いきたいんだと協力してくれというふうに。
　
　

5



210725

　皆様、武田典文検事の吉川一に対する取調状況が、公判で金沢氏が証言したこと
に異常な司法検察の「職務犯罪行為」を認識するでしょう。

　　こんな裁判を平成4年4月30日から平成9年3月19日まで行ったのです。

　法治国家の法廷で証人が宣誓した上で、証言した「平成４年１月17日、東京地
方検察庁603号室において武田典文検事から、朝10時から夕方７時半まで事情聴取
を受け『室岡だけがねらいだから！』『ただ、室岡を何としても有罪にもっていき
たいんだ！』公的に記録された証拠です。

　私は、『室岡だけがねらいだから！』『ただ、室岡を何としても有罪にもってい
きたいんだ！』当事者です。「不思議な裁判」と表現する以外ないでしょう。『た
だ、室岡を何としても有罪にもっていきたいんだ！』悔しくて、辛くて、奪われた
ものが大きすぎます。考えると気が狂います。

　柳検察官捜査指揮の下に、武田検察官の『室岡だけがねらいだから！』『あんた
らは、もう関係ないんだからと、ただ、室岡を何としても有罪にもっていきたいん
だ！』これが、柳検察官が企てた犯罪シナリオに沿った密室の捜査状況です！

　　　　　　　　信じられないでしょうが「事実」なのです！

　身の毛のよだつ逮捕状をデッチ上げた警察官、逮捕状を発布した裁判官、そして
我が国の金融経済社会の破滅と司法検察の崩壊を回避するため本件詐欺事件話を
デッチ上げた『検察の闇』闇の執行人柳検察官が犯した衝撃的な「職務犯罪行為」
です。

　証拠は、　　

　柳検察官の起訴状で、銀行員と共謀した共犯者にデッチ上げた、ウェイアウトス
ポーツ社長 吉川 一を、司法取引で「起訴しない」釈放する条件付きで、はじめか
ら『この世に存在しない』協力預金名下の預金担保融資取引を行う「借受名義人」に
仕立て上げ釈放した、釈放した事実が司法取引の「証」です。
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　何も分からない、知らない吉川一に捜査員 川畑 一廣が『銀行員を操る 3300 億円の
黒幕』首謀者である『室岡だけがねらいだから！』『あんたらは、もう関係ないんだか
ら』起訴もしない、釈放するから「金を独り占めし使った」悪者と吹き込み柳検察官の
捜査指揮どおりの「供述調書」をデッチ上げ武田検事が同様の検察官面前調書を録取し
たのです。

　吉川一の悲劇はマスコミ報道で「銀行員が犯罪者」と決めつけていたことなのです。
銀行員は犯罪者でなく「BIS 規制８％」クリア操作を隠蔽するため東海銀行に「汚れ役」
を押し付られた「企業戦士」と知っていれば、自分が秋葉原のダミーと知っているのな
ら司法取引に応じません。

　何も知らないから「銀行員が犯罪者」と決めつけて銀行員に指示されてノンバンクと
の書類を運んだ、オリックスアルファ融資担当者 川合潤治同様に「運び屋」なので
す。 何も分からない、知らない吉川一に捜査員 川畑 一廣が「協力すれば検事に言って
釈放させる」武田検事も『室岡だけがねらいだから！』『あんたらは、もう関係ないん
だから起訴もしない、釈放する』と言われたら釈放されたい一心で誰でも司法取引しま
す。

　ウェイアウトスポーツ社長 吉川 一は、全く経験したことのない『この世に存在しな
い本件詐欺事件』話、協力預金名下の預金担保融資取引を秋葉原支店内応接室で犯す
「加害者」に仕立て上げられ、有りもしない取引状況を無理矢理（二件）供述 させら
れ 一生「犯罪者」をデッチ上げた「良心の呵責」を背負う人生を送ることになる「不
幸な出来事」を柳検察官が28歳の若者に科したのです。

　皆様、ご理解ください。騙されないで欲しいのです。何度も、何度も申し上げますが
皆様が世界に冠たる東京地検を信頼できる、我が国の司法に則して国民を守っている司
法検察と信じてる「事実」です。

　残念なことですが「現実」は、政府の指示なら法を無視して、基本的人権を無視して
国が犯したマネーゲーム「国政と金」利権政治を隠蔽するためなら、はじめから『この
世に存在しない』本件詐欺事件話をデッチ上げ、多くの国民を「生贄」にして「29年
の時と財産」を奪い取った「無法国家」なのです。
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証拠は

平成７年２月９日第37回公判 証人  吉川一 の公判調書です。
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                   　　「室岡塾」で公判調書、全て 公開します。

　　　皆様、私が「不思議な裁判」と表現する以外ないその理由が分かります。

　吉川一は、法廷で宣誓して（P19）『逮捕された時点で、何ていうか、早めにす
ましてしまえばいいみたいなところがありましたんで、早くしてしまったほうが
まぁ自分もある意味で助かる・・・・率が高いじゃないかということで、まぁかな
りいい加減に調書を作ってしまったと、今は思ってますけれども。』と証言しまし
た。

　この証言は「司法取引」釈放する条件で、はじめから『この世に存在しない』本
件詐欺事件話を 平成３年 12 月 24 日、柳検察官の捜査指揮の下武田検事が『銀行員
を操る 3300 億円の黒幕』首謀者である『室岡だけがねらいだから！』『あんたらは、
もう関係ないんだから』起訴もしない、釈放するから「金を独り占めし使った」「悪い
やっは室岡」などと吹き込み「供述調書」をデッチ上げた「証」です。
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　柳検察官の捜査指揮どおり、警視庁捜査二課 捜査員 川畑 一廣が起訴もしない、釈放
するから「金を独り占めし使った」「悪いやっは室岡」などと吹き込み「供述調書」を
デッチ上げた「証」です。

              　　　  警視庁捜査二課 捜査員 川畑 一廣貴殿に公開質問する。

　　　　　❶、警察庁以外、警視庁の刑事貴殿が一人でタイ王国まで手錠を持って
　　　　　　　私と銀行員を貴殿が平成３年 12 月 17日、午前２時03分、南シ
                    ナ海上空の日本航空機内で 逮捕した時、私が貴殿に不当な逮捕
　　　　　　 と大騒ぎして警察庁の生田参事官が止めた状況を覚えているか？
　　　
　　　　　　　　　　証拠は「逮捕状」逮捕者の官公職指名です。

　　　　 　　　　

　神様のイタズラなのでしょうか、

　　❷、川畑一廣 貴殿が吉川一の取調べをしたのですか？貴殿には「協力預金」
　　　　名下の預金担保融資本件詐欺事件話を取調べすることはできない。
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　　　　　　　　　　　　　　証拠は、

　東海銀行の告訴を受理した警視庁捜査二課は、平成３年８月 12 日、捜査関係事
　項照会書を東海銀行秋葉原支店長に照会した。

　警視庁は平成３年８月 12 日、捜査関係事項照会書で告訴を受理した、13件以
  外９件（22 件）の「預金担保融資」事件の捜査していた。

　１、入金が手形・小切手場合は振出人・支払銀行名
　２、支払手形・小切手については、受取人・交換持出銀行名
　３、入出金で振込の場合は、その詳細
　４、貸付金については、種別・貸付年月日・金額・担保物権・返済状況・約定書
　５、印鑑紙

　

　平成３年９月 18日、 上記１〜５、膨大な帳票類を用いて検察官立証証拠（甲
129号証）を萩生田 勝・川畑一廣・青木映が作成したものです。
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　警視庁捜査二課は、銀行員個人が犯した「預金担保債権」取引を立証する融資金
の流れを各帳票類で捜査し平成３年９月18日『融資金の流れの系統表を作成した
別添、融資金の返済方法一覧表』を作成し「質権設定承諾書」の「預金拘束」など
なく、銀行員が銀行内で費消した630億円を立証した。

　貴殿は『銀行の闇』が「BIS規制８％」クリア操作を隠蔽した隠蔽工作の裏付け
捜査をしたのです。その結果「東海銀行秋葉原支店を舞台にした不正融資事件の融
資実態捜査報告書」（甲129号証）ができたのです。

　貴殿が捜査した（甲129号証）の犯罪構造「預金担保債権」と犯罪取引構造「秋
葉原支店⇔ノンバンク」です。今回、貴殿が吉川一を取調ている犯罪構造は「協力
預金」名下の預金担保融資、犯罪取引構造「オリックスアルファ⇔ウェイアウトス
ポーツ」です。

　貴殿は「二件」の、はじめから『この世に存在しない』犯罪を捜査することは許され
ない。私が貴殿に公開質問するのは、平成 3年 9月 18日、作成した（甲 129 号証）
が、平成 5年 3月 3日、柳検察官がデッチ上げた追起訴（三）の立証証拠として裁判所
に証拠請求し証拠採用されてる「事実」を知っているからです。

　貴殿は、吉川一を取調る時、貴殿が捜査した犯罪構造も犯罪取引構造も違う「事実」
を「知っていた」知っていて「供述調書」をデッチ上げたのです。
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　　　　　　　　　私が、怒り狂う原因は（P14〜P16）です。

　起訴状（三）平成５年３月３日、総合ファイナンスサービスから借受名義人、株
式会社出島運送（以下、出島運送と記載）を協力預金 150億円の借受名義人に仕
立て上げて、150億円を騙し取った、詐欺有印私文書偽造同行使罪をデッチ上げ起
訴した。

　その 150億円の資金の流れを捜査員 川畑一廣 に言われて吉川一が『10日間、朝
から晩までやった』帳票類が裁判所に立証証拠として採用された、信じらない、絶
対に許されない、違法行為が法廷で暴露されたことです。（P14〜P16）読んでく
ださい。
　　　　　吉川一が『10日間、朝から晩までやった』資金伝票の一部です。

　 　

　　　　　　（A）　　　　　　　　　　　　　　　　　（B）
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（A）の伝票は出島運送株式会社、口座番号 1023301（B）の伝票は株式会社出島
運送、口座番号 1023301 を審判してください！

　銀行届印口座開設平成２年７月 10日　　銀行届印口座開設平成２年３月 27日
　　　　　口座番号 1027609　　　　　　　　　　口座番号 1023301

　
　吉川一が『10日間、朝から晩までやった』資金伝票が驚くべき「普通預金」
150億円の払い戻し伝票の届け印が口座番号 1027609株式会社出島運送代表取締
役出島正「男」と口座番号 1023301 株式会社出島運送代表取締役出島「夫」が違
います。届印が違います。
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　銀行は届印が違うと一円も出金できません。何より株式会社出島運送と出島運送
株式会社では、届印が違い「印相違」となります。
　　　　
　　　　（A）の伝票どおり振込以来したのは出島運送株式会社です。　　　

　　　　　

　捜査員 川畑一廣は平成 3年 9月 18日、立証した（甲 129 号証）自ら否定した。 

平成 3年 12 月 24 日、いきなり逮捕された吉川一は、自分が何をしたのか？何
故、逮捕されるのか？何をどうすればいいのか？司法取引に応じたのです。

柳検察官が「不幸な出来事」を 28歳の若者に科したのです

約束どおり平成 3年 1 月７日、自分だけが起訴されず釈放され武田検事の言うと
おり「司法取引」が行われ、また追起訴（二）をデッチ上げる再逮捕が行われた時
から、警視庁捜査二課川端警察官に『10日間、朝から晩まで』やらされた、違法
捜査の実態を暴露する目的で「印相違」を吉川一が仕掛けたのです。

基本的人権を国家権力に無視された吉川一が、法廷で捜査当局の違法行為を暴露
した目的と理由を国民は真剣に問うべきでなのです。

　　　　違いますか？これでもまだ他人事ですか？興味ないですか？　　　　　　

「現実」です！国民を逮捕状をデッチ上げ逮捕するのです！その挙句に起訴状を
デッチ上げ、裁判所に公訴提起して「犯罪者」をデッチ上げ「粉飾決算」「国際保
険金詐欺」を企てた日本という国の化けの皮を引っ剥がします。
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もう我慢しない！

　　我が国のマネーゲーム「国政と金」利権政治の破滅と司法の崩壊を回避する
　　ため『検察の闇』闇の執行人柳検察官が犯した「職務犯罪行為」世界的にも
　　類のない日本独自の司法期間（警察・検察・裁判所）の『闇』その醜態「無
　　法国家」を、あからさまに晒した法廷審理を無理やり「維持」したのです。
　（パートⅡ『検察の闇』参照してください。）

　　　　　　　　　　貴殿との「血のバトル」は終わった。

　　29年の時間をかけて『これは法律論でなく感情論だ！俺は負けない。一生掛
　　けて真相を追及する。』を完璧に成し遂げた。

　　　　　　　　それが「無法国家」を立証した追起訴（三）！

　平成５年３月３日、柳検察官が追起訴（三）本件詐欺事件話をデッチ上げ公訴提
起し公判を維持させた立証証拠がまさか取調室で、コピー偽造された帳票類から吉
川一が、作成したものだったのです。只、呆れ果てます。

　　もう一度整理します。

柳検察官は吉川 一の「基本的人権」を無視したのです。

　平成４年１月７日、私と銀行員は起訴されたのですが、吉川 一は釈放されまし
た。しかし、同日再逮捕され、平成４年１月 28日、今度は追起訴（二）協和商工
信用株式会社の借受名義人に仕立て上げられ、ウェイアウトスポーツが協力預金名
下の預金担保融資取引で 30億円を騙し取った「詐欺有印私文書偽造同行使」話を
デッチ上げ、司法取引どおり起訴されずに平成４年１月 27日釈放されたのです。

　そもそも、はじめから『この世に存在しない』本件詐欺事件話で、秋葉原支店の
ダミー預金者ウェイアウトスポーツ吉川一が逮捕されることが、異常な出来事なの
です。
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　柳検察官は、金融経済社会の破滅と司法機関を護るため、私の「口を封じる」こ
とを目的に社会から隔離するため「銀行員」の「上申書」に合わせた「川合潤治」
「本谷 絋 三」「吉川一」の供述調書で、はじめから『この世に存在しない』本件
詐欺事件話をデッチ上げることだったのです。

　　　　2015年 ５月 29日、第３弾「近日公開」youtubeで動画を公開。
                                     　　　　　（https://youtu.be/WPp98dXEFWI）　
　　　　2015年 ８月 19日、 第４弾「絶賛公開中」youtubeで動画を公開。
                                　  　　　（https://youtu.be/2MWpOs0gi4Y）

　　　　　　　国民に『国家の罪』基本的人権無視を訴えたました。
以上。
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